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【SANDA FIRE PROJECT 企画意図】

▶「世の中を動かすのは創造力あふれるクリエイティブな発想」

今までの三田に欠けていたのは、

考える場所。交流する場所。創造力を集める場所。発信する場所。学ぶ場所。

壊される運命の旧三田消防署を外観そのままにリノベーションし、クリエイティ

ブセンターとして再生させる事で、三田に新たな創造力溢れる起点をつくる。

▶「ByからWithへ」

市役所主導から共に街を創る時代へ。

クリエイティブセンターから生まれるアイデアやプロジェクトが新しい三田を

創り、繰り返す事で街に新たな個性を生む。

さらに発信されることで三田の知名度が上がる。

プロジェクトに関わった人が新たに三田に住み、新しい三田が時代とともに、

常に生まれ変わっていく。



▶ 文化の知恵を結集し、交わり、考え、学び、実践する

アート・デザイン・建築・食・歴史・科学・文筆・POPカルチャー・書籍・雑誌・写真

・演劇・芸能・音楽など、三田が持つありとあらゆる文化資産を集め、ライブ・トーク

イベント ・ワークショップ・ギャラリー、セミナーなど、多様な文化プロジェクトを実

施し、市内外に向けて発信する。

また、国内外のクリエイティブな人材も招聘し、様々な実験プロジェクトも試みる。

これらの刺激的な活動によって三田市は市内外から注目され、街は文化都市として熟成

し、ふたたび市民に還元される。
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【三田の新たな循環型文化装置】



【起点として旧消防署をリノベーション】

▶ 旧消防署が持つ背景

日本における消防の歴史を伝える資産である。

櫓や拡声器などはデザイン性に優れ、クリエイティビティ溢れる建築物である。

▶ 歴史的な立地と恰好の場所

旧消防署の立地は、元は三田の古城があった城域であり、門前町としても賑

わった場所である。

三田市にとって歴史的な場所に人々が再び集まり、新たな創造が始まる。

アクセスも良く、市役所に近い事もWithの連帯感を生む。

※三田城古地図

（河川改修等により推定）



各地で地域を象徴する歴史的建築物の保存運動が高まっている。

隣接する神戸市でも、旧生絲検査所をリノベーションし、デザインクリエイティ

ブセンター神戸として再生させ、多くのクリエイターや若手企業家、市民や学生

など、創造的な人材が日々集まり、新しいプロジェクトが次々に生まれ、街の活

性化と情報発信に大きく貢献している。

▶ デザインクリエイティブセンター神戸

年間来館者数（103,628人人）※2013年度

NPO法人と民間企業による合同運営

【他都市でのリノベーション例】



▶ 自治体とNPOが連動した舞鶴市「赤レンガ博物館」

明治時代に海軍省が建設し、兵器倉庫として使用されていた日本最古の赤

レンガ建築であり、自治体と地元NPOがリノベーションを行い、地域の文

化活動拠点に変えた事で注目される。

築80年（1933年施工）を経た集合住宅の魅力を活かしながら、セルフリノ

ベーションで注目を浴びた「ギフト・ラボガレージ」。

現在は、カフェやギャラリー、デザインスタジオ、ショップとして運営し、

人が集まり交流するスペースとなっている。

▶ 民間運営の東京都江東区「ギフトラボ・ガレージ」



【クリエイティブセンターの主な機能】

▶ 専門家によるサポート機能

専門スタッフが常駐しプランニングや運営など、多岐にわたるサポートを行う。

▶ 可視化する為のレンタルスペース機能

イベントやワークショップ、セミナーやギャラリーなどに対応できるスペースを

常設し、クリエイティブな発信の場を創る。

▶ 発想を誘うミーティングスペース機能

デザインされたミーティングスペースを常設し、創造に相応しい場所を提供する。

▶ アーカイブ・パブリシティ機能を持った「ラボ」

世界、日本、三田で発信されるクリエイティブな情報をアーカイブするとともに、

三田におけるクリエイティブな活動の歴史を整理し、新たな活動をWEB・ニュース

リリースなどを活用して常時発信を行う。

また、三田を中心に活動を行う人材や団体をネットワーク化する。

▶ CreativeCafe「Fire」の運営

人が集まり交流するカフェを併設し運営する。

▶ フィルムオフィスの併設

▶ プランニング・デザイン機能の併設



【主なコンテンツ案】

▶ SANDASessionの開催

三田市在住のクリエイターや文化人、団体を招き、三田市における活動情報の共

有とネットワークの構築を図る。

▶ CreativeSessionの定期開催

各界のクリエイティビティにあふれた人材を招き、少人数でのThinkセッション

を定期開催する。

▶ CreativeSeminarの定期開催

デザイン・アート・写真・プレゼンテーション・ファシリテーションなど、子供

から学生、社会人まで、幅広く体験が出来る、学ぶ企画と場所を提供する。

▶ プロの視点を交えた地域のこどもの絵画展や写真展、企画展等の開催

プロの視点で審査やアドバイスを行う、本格的な展覧会やコンクールを実施し、

本物に触れる貴重な場を創出する。

また、新たな人材を輩出する地盤づくりも行う。

▶ 現代アートの世界inSANDA FIRE

枠を超えたさまざまな作品を紹介し、観て触れる展覧会を定期開催する。



▶ 運営費用＝年度：1.500万円（税別）

▶ 専門（企画・広報・プロデュース他）の常駐スタッフを置き、

次世代の人材育成も行なう

▶ 運営費用は三田市の予算を想定

【運営案】
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